































　中河の「ラグビイ」評価の特徴は「機械の美」 、 「運動の美」 、 「構造の美」と、詩テクストそのものの具体的な箇所への言




































































ごとに提示するだけでなく、プレーする選手に「工場」で働く「勞働者」が「脚 ストツキングに包まれた脚が工場を夢みてゐる。 」のようにオーバーラップされている点にある。高橋世織は「この詩 優れているのは、単 スポーツの動きをカメラアイ的に描写できているというだけにとどまらない。 などの人間 マスを集団として描く視点が、
12番〈疲労する

























































































はいきなり飛び出した。／戸が、がちんと閉まる。５、街頭の新聞賣 ／それは「彼女」／タイトル／ 　『なんと素敵な美人よ』６、若い男は新聞賣り女について行く。／うすつ暗い片隅みへ。／彼れはおびき寄せられた。／女が「ひとで」の入つた、がらす／びんを。／男へ 手渡しする７、男の部屋。／彼は「ひとで」をランプに透して タイトル。／ 　『つまり』８、歩道を 車道を。／風にあほられて行く新聞紙。 彼 、その一枚を、つかむだ。／記事に『★★★さん』とある。９、花を生けた壺。／タイトル。／ 　『花が。もしも／
















































２ 　床のうへに落ちてゐる花だ、花辯のない花だ。３ 　階段を驅け ぼつてゆく靴靴靴。女の靴。４ 　中に踵のとれた靴。５ 　鏡の面で身をくねらせてゐる寶石の首飾りをつまんで見給へ。美しい寶石は美しい蛇類に似た執拗さをもつてゐる。
　　（そこの鋭い光線が井戸を覗くやうに深い。 ）































































































































































































」において「６ 　紡績は太る。 」の「映畫的イマアジユ」は「８ 　重役の一つの













。 」 、 「
16
　ひとりでに













ら始まった罷業、ストライキであったはずだが、 「女工」自身がそこに加わっていくとは決して表象されず、彼女の、その先鋭であったはずのアイデンティティは末尾では語り手 よってあざといまでに「少女」へと変更され、 やさしく置かれる一つの手」によって当初の「鋭い」 「考へ」は宥 られていく この「
32」と「
33」と番号が付された二行は竹中郁のシ



























































































持つて歸つたオネガのラグビイを聞かせてもらつた」と述べ「彼は彼のラグビイを、たとへオネガのコンストラクシヨンに負ふと ろがあつたとしても、なほ彼のコンストラクシヨンとして見せている」と「オネガ」の交響曲との関係から竹中郁の「ラグビイ」を評価している（ 『詩と詩論』第十一冊、一九三一年三月一八日） 。
（５） 　「ラグビイ 　竹中郁」解説（ 『コレクション現代詩』大塚常樹ら編 桜楓社、一九九〇年一月三〇日）（６） 　五城康雄「シネ・スポーツ・ポエムに就て」 （ 『地上樂園』一九三〇年八月）（７） 　竹中郁「マン・レイ氏に就いて」 詩と詩論』第 冊、一九二九年三月七日）（８） 　『映畫往來』一九三〇年一月号（９） 　「 詩と詩論 ▼レスプリ・ヌーボーの領土」 （ 『日本 詩雑誌 日本現代詩研究者国際ネットワーク編、一九九五年五月一三日（
10） 　マネキン・ガールについては丸山三四子『マネキン・ガール 　詩人の妻の昭和史』 （時事通信社、一九八四年一二月一〇日）を回想録ながら貴重な資料とし
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